Royal
コンポーネント

12 駒




赤と黒で、それぞれクラブ、スペード、ハート、ダイヤのＫ、Ｑ、Ｊに対応。


55
カード



絵札は使わないため、別のところに置いておく。４色のＡと2～10、Jokerを使用する。


1
ゲーム盤



皇族がコンテストを始める。自分の３つの駒（ＪとＱとＫ）を最初にゴールに到達させたプレイヤーが勝ちになる。

ゲームを始める前に
各プレイヤーは各スートに対応した駒を３つ取り、ゲーム盤の角に書かれたスートに対応するところに置く。つまり、クラブかスペードかハートかダイヤで対応する色のボードのコーナーの場所に置く。
プレイヤーはカードをシャフルして、各プレイヤーに裏向きに５枚配り、残ったカードはボード中央に裏向きに置く。１番若いプレイヤーから開始する。

プレイの仕方
手番プレイヤーはカードを出し、カードの数字に従って、任意の駒を時計回りに進める。使用したカードは、自分の捨て札の山に表向きにして置く。プレイヤーは新しいカードを山札か自分の右隣のプレイヤーの捨て札の上のいずれかから取る。自分のマークのカードの時は、必ず２倍進む。
駒
カードの数字に対応した分だけ、順番に駒を進めていく。各マスに複数の駒が入ることはできない。
もし、移動終了時、他の駒がいた場合は、駒は次に空いている場所に移動する。

他人の駒によって追い越された低ランク駒はスタートに戻らなければならない。つまり、KはQとJをスタートに送り、QはJのみです。Kは別のKが自分と同じマスに来た時のみスタートに送られる。
例）H-Kが他の駒を追い越す例です。もし、H-Kがこれらを追い越したら、D-JとD-Qが戻されますが、D-Kのいるマスにやってきた時は、D-Kも戻されてしまいます。
例外
a)もし、自分のマークのところにいる時は、スタートに戻らなくて良い。
b)もし追い越したＫと追い越されたＫの間にスペースがある時は、追い越されたＫはそこにとどまる。
c)もし、敵のスタート地点に入り、そこに駒が戻されて来た時は、スタートに戻される。

　（訳者注：この場合、Ａのカードで防御できないものと考える）
特殊カード
ジョーカー
Jokerを一緒に出す事で、プレイしたカードの価値を２倍にする。捨て札の山に置く時は、どちらを上にするか決める事ができる。移動終了時、新しいカードを２枚引く。両方のカードを同じ山から引く必要はない。自分のマークのカード効果と併用する事はできない。
エース
Ａは、通常の移動時のカードとして（１の価値）使用するか、防御カードとして使用できる。

プレイヤーの駒がスタートに戻らされる時に使用する事で、回避できる。その時は、中央の山札から新しいカードを引く。Ａの防御は１つの駒にしか効かないので、もし２つ以上の駒をスタートに戻された時は、それに対応する分だけ、Ａのカードを出す必要があります。もし、対応するカードが無いか、出したく無い場合は、上位ランクの駒が戻される。

ゴール
ゴールには自分のスタート地点にちょうどの数字で戻らなければならない。全ての手札が自分の駒のゴールを越えるものしかなかった時は、全プレイヤーに手札を公開し、駒を動かす代わりにカードを１枚捨て、新しいカードを引く。
ゴールした駒は、対応するマークのところに置く。一番最初に３つの駒をゴールさせたプレイヤーが勝ち。
0６/１/２ 訳:上野　宏之(railway@pas.netlaputa.ne.jp)










